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東
海
道
五
十
三
次
の
内

御
油
の
図

菖蒲浮世絵文化の会 代表 嶋村伸枝氏蔵

【
三
代
歌
川
豊とよ
国くに
（
初
代
歌
川
国
貞
）】

天
明
6
年
〜
元
治
許
年
（
１
７
８
６
〜
１
８

６
４
）

江
戸
最
大
の
浮
世
絵
師
。

〞
歌
川
派
に
あ
ら
ず
ば
浮
世
絵
師
に
あ
ら

ず
〝
と
ま
で
言
わ
れ
た
歌
川
派
を
三
代
豊
国

の
人
気
と
実
力
が
不
動
の
も
の
と
し
た
。
三

代
豊
国
の
才
能
は
多
方
面
に
渡
り
、
得
意
と

し
た
役
者
絵
、
美
人
画
に
デ
ザ
イ
ン
画
の
要

素
を
取
り
入
れ
全
く
新
し
い
形
を
作
っ
た
り
、

『
源
氏
絵
』
な
ど
時
代
の
流
行
を
作
り
上
げ

た
。

三
代
歌
川
豊とよ
国くに
画



法人会ニュース 江 東 ひ が し平成 19年 ７ 月 1日 第 389 号 (２)

会員募集中! あなたのお口添えを」

会長に
佐野一信氏再任される
租税教育の普及推進を!

が
互
選
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
副

会
長
6
名
、
常
任
理
事
13
名
が
そ

れ
ぞ
れ
互
選
さ
れ
た
。

ま
た
、
佐
野
会
長
は
、
定
款
第

14
条
第
3
項
の
規
定
に
基
づ
き
専

務
理
事
候
補
者
1
名
を
総
会
に
推

薦
し
、
承
認
を
求
め
た
と
こ
ろ
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

議
事
審
議
終
了
後
、
平
成
18
年

度
に
会
員
増
強
に
功
労
の
あ
っ
た

別
掲
の
支
部
及
び
個
人
に
対
し
て
、

佐
野
会
長
か
ら
そ
の
ご
労
苦
に
敬

意
と
感
謝
を
こ
め
て
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
た
後
、
臼
田
江
東
東
税
務

称
「
ｅ

Ｔ
ａ
ｘ
」）
な
ど
に
つ
い

て
、
よ
り
一
層
の
普
及
推
進
に
努

め
た
い
」
と
挨
拶
し
た
後
、
別
掲

の
案
件
に
つ
い
て
議
事
審
議
が
行

わ
れ
、
各
案
件
と
も
に
全
て
原
案

ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

と
り
わ
け
、
第
5
号
議
案
の
役

員
改
選
に
つ
い
て
は
、
定
款
第
14

条
第
1
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
55

名
の
理
事
、
3
名
の
監
事
が
選
任

さ
れ
、
定
款
第
14
条
2
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
選
任
さ
れ
た
理
事
に

よ
っ
て
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
、

会
長
に
は
引
き
続
き
佐
野
一
信
氏

当
会
の
第
41
回
通
常
総
会
が
、

5
月
21
日
㈪
に
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ

ン
に
お
い
て
、
来
賓
、
会
員
あ
わ

せ
て
２
５
０
名
が
参
加
し
て
、
開

催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
冒
頭
、
佐
野
会
長

が
「
法
人
会
の
公
益
性
を
さ
ら
に

高
め
る
た
め
に
、
租
税
教
育
や
国

税
電
子
申
告
納
税
シ
ス
テ
ム
（
通

議 長

佐野会長

第
41
回
通
常
総
会

第
41
回
通
常
総
会
の
議
事
審
議

①
平
成
18
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件＝

本
部
、
支
部
、
部
会
そ
れ

ぞ
れ
に
お
い
て
研
修
会
な
ど
の
諸
活
動
が
当
初
計
画
ど
お
り
遂

行
で
き
た
旨
の
報
告
し
、
特
に
青
年
部
会
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
し
た
租
税
教
室
な
ど
新
た
な
事
業
活
動
に
つ
い
て
も
報
告
し

原
案
ど
お
り
承
認
。

②
平
成
18
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件＝
公
益
事
業
・
収
益
事
業
合

算
で
6
千
2
百
万
円
の
決
算
報
告
を
原
案
ど
お
り
承
認
。

③
平
成
19
年
度
事
業
計
画
案
承
認
の
件＝

「
組
織
の
拡
充
・
強
化
」

「
納
税
道
義
の
高
揚
並
び
に
税
務
行
政
へ
の
協
力
事
業
の
推
進
」

「
財
政
基
盤
の
強
化
」「
公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
」等
の
10

項
目
の
基
本
方
針
案
を
原
案
ど
お
り
承
認
。

④
平
成
19
年
度
収
支
予
算
承
認
の
件＝

公
益
事
業
・
収
益
事
業
合

算
で
5
千
6
百
万
円
の
予
算
案
を
原
案
ど
お
り
承
認
。

⑤
役
員
改
選
の
件＝

理
事
55
名
、
監
事
3
名
を
選
任
。
ま
た
、
こ

の
他
に
会
長
の
推
薦
に
よ
り
専
務
理
事
1
名
を
選
任
。

感
謝
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈
さ
れ
た
支
部
・
個
人
功
労
者

①
平
成
18
年
度
会
員
増
強
目
標
達
成
支
部＝

大
島
第
5
支
部
、
北

砂
第
2
支
部
、
新
砂
支
部

②
努
力
賞
支
部＝

亀
戸
第
1
支
部
、
亀
戸
第
5
支
部
、
亀
戸
西
6

支
部
、
亀
戸
第
7
支
部
、
大
島
第
2
支
部
、
大
島
第
3
支
部
、

大
島
第
4
支
部
、
大
島
第
6
支
部
、
北
砂
第
1
支
部
、
北
砂
第

3
支
部
、
東
砂
第
1
支
部
、
東
砂
第
3
支
部
、
南
砂
第
3
支
部

③
個
人
功
労
者＝

吉
居
恵
美
子
氏
、
高
原
純
子
氏
（
大
同
生
命
保

険
㈱
）、
森
理
行
氏
（
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
会
社
）

署
長
、
兼
森
江
東
都
税

事
務
所
長
、
山
﨑
江
東

区
長
の
来
賓
三
氏
か
ら

祝
辞
を
頂
い
た
。

引
き
続
き
、
懇
談
会

が
行
わ
れ
来
賓
・
会
員

が
和
や
か
に
会
食
・
懇

談
し
、
中
沢
江
東
東
青

色
申
告
会
会
長
の
中
締

め
で
第
41
回
通
常
総
会

の
全
て
の
行
事
が
終
了

し
た
。

真剣さが伝わる審議風景
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

イ
ノ
税
シ
ョ
ン
25＝

近
未
来
社
会
と
税
の
あ
り
方

税
務
研
究
部
会
・
第
36
回
通
常
総
会

4
月
24
日
㈫
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ

ン
に
て
、
税
務
研
究
部
会
の
第
36

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
於
い
て
は
、
上
程
さ
れ

た
議
案
に
つ
い
て
は
全
て
承
認
可

決
さ
れ
、
窪
田
部
会
長
の
留
任
が

決
ま
っ
た
。

今
回
の
総
会
は
研
修
会
も
兼
ね
、

総
会
に
先
立
ち
齋
藤
江
東
東
税
務

署
副
署
長
か
ら
「
イ
ノ
税
シ
ョ
ン

25
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
い
た

だ
い
た
。
こ
の
演
題
は
、
安
倍
内

閣
の
公
約
の
1
つ
で
あ
る
「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
25
」
を
も
じ
っ
た
も

の
で
、
今
後
18
年
間
で
、
家
庭
で

は
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
と
安
全
な

環
境
が
実
現
し
、
職
場
で
は
ロ
ボ

ッ
ト
に
よ
る
生
産
が
殆
ど
と
な
り
、

人
工
知
能
と
音
声
認
識
知
能
の
高

度
化
に
よ
り
自
動
翻
訳
機
能
が
生

ま
れ
る
こ
と
で
あ
ら
ゆ
る
言
語
を

理
解
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

町
で
は
交
通
機
関
・
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
医
学
の
発
達
に
よ
り
私
た
ち

の
生
活
が
良
い
方
向
に
激
変
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
税
制
に
関

し
て
も
、
新
た
な
税
金
の
考
え
方

が
生
ま
れ
る
一
方
で
、
廃
止
さ
れ

る
税
金
も
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る

そ
う
だ
。
約
40
分
間
に
亘
り
、
国

と
税
の
未
来
の
お
話
を
頂
い
た
。

総
会
後
の
懇
談
会
は
税
務
研
究

部
会
ら
し
く
、
い
つ
も
の
よ
う
に

和
や
か
な
意
見
交
換
の
場
と
な
っ

た
。

菅
）

源
泉
部
会
の
総
会
が
5
月
11
日

㈮
法
人
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
の
記
念
講
演
の
テ
ー
マ
は

「
お
酒
の
話
」で
、
講
師
は
齋
藤
江

東
東
税
務
署
副
署
長
で
あ
る
。

⑴
酒
税
は
国
家
税
収
53
兆
円
の

う
ち
、
1
・
49

兆
円
⑵

清
酒

の
歴
史

①
鎌

倉
、
室
町
時
代

に
は
課
税
源
に

な
っ
て
い
た
。

②
諸もろ
白はく
仕
込
み

（
ど
ぶ
ろ
く
か

ら
清
酒
へ
の
転

換
。
蒸
米
と
麹

米
と
も
に
精
米

を
使
用
）
は
戦
国
時
代
に
で
き
た
。

⑶

製
造
法

①
吟
醸
酒
と
は
吟

醸
造
り
（
特
有
の
芳
香
で
あ
る
吟

香
を
も
つ
）
に
由
来
。
②
本
醸
造

酒
と
は
（
精
米
歩
合
70
％
以
下
の

白
米
、
米
麹
、
醸
造
用
ア
ル
コ
ー

ル
、
水
が
原
料
で
）
香
味
、
光
沢

の
良
好
な
も
の
③
原
酒
と
生
一
本

（
一
つ
の
醸
造
所
で
作
ら
れ
た
も

の
の
み
で
出
来
て
い
る
も
の
）
の

違
い
⑷

そ
の
他

①
飲
み
頃
で

壜
詰
に
し
て
い
る
の
で
早
め
に
飲

む
事
（
日
光
臭
や
老
香
ひ
ね
か

は
25
度
以

上
で
進
む
）
②
飲
ん
で
30
分
か
ら

1
時
間
で
血
液
中
の
ア
ル
コ
ー
ル

濃
度
が
最
高
に

な
る
の
で
、
こ

の
酔
い
の
ピ
ー

ク
を
小
さ
く
す

る
と
悪
酔
い
し

な
い
。
駆
け
付

け
3
杯
や
一
気

飲
み
は
良
く
な

い
。
③
肝
臓
が

ア
ル
コ
ー
ル
を

分
解
し
、
脂
肪

を
合
成
す
る
の
だ
が
、
貯
ま
る
と

脂
肪
肝
に
な
り
、
こ
れ
が
ア
ル
コ

ー
ル
性
肝
炎
に
な
る
。（
強
い
ア
ル

コ
ー
ル
は
薄
め
て
飲
む
と
よ
い
）

…
等
、
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
内
容

で
あ
っ
た
。

第
二
部
は
総
会
で
、
上
程
案
が

全
て
承
認
可
決
さ
れ
、
役
員
改
選

で
は
中
島
部
会
長
が
留
任
し
た
。

適正飲酒の心得」とは

お
酒
の
話
」
で
研
修

源
泉
部
会
第
37
回
総
会

研
修
会

講演に聴き入る部会員

▼
検
診
で
成
人

病
と
指
摘
さ
れ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
始
め
て
一
年
、

医
者
か
ら
別
人

の
数
値
だ
と
褒
め
ら
れ
す
っ
か
り

安
心
し
て
し
ま
っ
た
。

▼
喉
も
と
過
ぎ
れ
ば
ナ
ン
ト
や
ら

で
怠
け
ぐ
せ
が
頭
を
擡
げ
、
運
動

は
休
み
が
ち
、
食
生
活
は
乱
れ
、

元
の
か
ら
だ
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

理
由
を
つ
け
て
怠
け
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
継
続
す
る
の
は
難
し
い
こ

と
を
実
感
。
始
め
た
こ
ろ
の
決
意

は
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
、
遥
か
彼

方
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

▼
ど
う
し
た
も
の
か
と
思
案
中
に
、

嫁
い
だ
娘
よ
り
家
族
が
増
え
る
よ

と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
。
と
い
う

こ
と
は
孫
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ

れ
は
大
変
な
こ
と
だ
。
元
気
で
な

け
れ
ば
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
も
で
き

な
い
。
活
力
を
得
て
健
康
維
持
に

再
度
挑
戦
し
て
い
る
。

▼
何
か
キ
ッ
カ
ケ
が
な
い
と
始
め

る
、
続
け
る
事
が
で
き
な
い
性
分

で
あ
る
こ
と
に
確
信
を
持
っ
た
次

第
で
す
。
何
時
も
活
力
の
あ
る
人

生
を
送
り
た
い
も
の
だ
。

原
）

窪田部会長
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実
施
し
て
か
ら
10
年
の
歴
史
を

持
ち
、
地
域
社
会
に
浸
透
し
て
い

る
当
会
の
社
会
貢
献
活
動
「
ま
ち

を
き
れ
い
に
」
を
実
施
の
為
、
5

月
19
日
の
土
曜
日
、
午
前
9
時
30

分
か
ら
江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ

ー
前
に
役
員
・
会
員
あ
わ
せ
て
80

名
が
参
集
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
佐
野
会
長
が
主

催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
の
後
、
齋

藤
江
東
東
税
務
署
副
署
長
、
新
し

く
就
任
し
た
山
崎
江
東
区
長
、
黒

田
城
東
警
察
署
長
の
三
氏
か
ら
挨

拶
が
あ
っ
た
。

渡
辺
雅
司
（
㈱
船
橋
屋
）

新
部
会
長
が
誕
生

青
年
部

第
36
回
通
常
総
会渡辺新部会長

山
崎
新
区
長
を
迎
え
て
の
社
会
貢
献
活
動
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」

社
会
貢
献
実
行
委
員
会

4
月
26
日
㈭
法
人
会
館
に
て
、

青
年
部
会
研
修
会
並
び
に
、
第
36

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
の
研
修
会
で
は
、
野
村

法
人
課
税
第
一
部
門
審
理
上
席
に

よ
る
「
平
成
19
年
度
税
制
改
正
」

に
つ
い
て
講
演
を
頂
い
た
。
主
な

内
容
と
し
て
減
価
償
却
制
度
の
見

直
し
と
留
保
金
課
税
制
度
及
び
相

続
時
精
算
課
税
制
度
又
、
特
殊
支

配
同
族
会
社
の
役
員
給
与
の
損
金

不
算
入
制
度
等
に
つ
い
て
で
あ
る
。

後
半
は
税
金
よ
も
や
ま
話
で
盛

り
上
り
、
明
治
時
代
う
さ
ぎ
1
羽

に
つ
き
月
1
円
の
税
金
を
か
け
た

「
う
さ
ぎ
税
」の
話
や
江
戸
時
代
に

捕
鯨
の
困
難
さ
の
程
度
に
よ
っ
て

税
負
担
が
変
わ
る
「
く
じ
ら
税
」

の
話
を
さ
れ
た
。

第
二
部
の
総
会
で
は
秋
山
部
会

長
を
議
長
と
し
て
、
平
成
18
年
度

事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
平
成
19

年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算

案
が
上
程
さ
れ
、
全
て
承
認
可
決

さ
れ
た
。

さ
ら
に
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

新
部
会
長
に
渡
辺
氏
が
選
任
さ
れ

た
。
又
、
新
幹
事
と
し
て
小
泉
氏
、

北
本
氏
、
丸
山
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

渡
辺
新
部
会
長
よ
り
「
青
年
部
会

の
活
性
化
に
努
力
し
ま
す
」
と
力

強
い
言
葉
が
あ
っ
た
。

第
三
部
懇
親
会
で
は
、
今
流
行

そ
の
後
、
西
大
島
駅
周
辺
の
清

掃
活
動
を
一
斉
に
実
施
す
る
矢
先

に
、
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た

よ
う
な
突
然
の
雨
に

な
り
、
し
ば
ら
く
の

間
、
空
模
様
を
眺
め

な
が
ら
待
機
し
て
い

た
も
の
の
、
30
分
経

過
し
て
も
依
然
と
し

て
激
し
い
雨
の
た
め
、

清
掃
活
動
を
断
念
し
、

今
回
は
通
算
20
回
の

社
会
貢
献
活
動
に
な

る
た
め
、
11
回
か
ら

20
回
ま
で
こ
の
活
動

の
参
加
回
数
が
多
い

会
員
8
名
に
佐
野
会

長
か
ら
感
謝
を
込
め
て
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
。（
1
回
か
ら
10
回
ま
で

は
10
回
開
催
時
に
記
念
品
を
贈
呈

こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
対
し
て
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

ず
み
）

最
後
に
、
今
回
を
最
後
に
勇
退

さ
れ
る
社
会
貢
献
実
行
委
員
を
代

表
し
て
川
村
社
会
貢
献
実
行
委
員

長
か
ら
退
任
の
挨
拶
が
あ
り
、
第

20
回
の
社
会
貢
献
活
動
は
終
了
し

た
。今

回
は
天
気
の
影
響
で
不
本
意

な
が
ら
社
会
貢
献
活
動
が
完
遂
で

き
な
か
っ

た
が
、
今

回
で
勇
退

さ
れ
る
川

村
豊
委
員

長
、
野
地

英
子
副
委

員
長
、
山

田
久
子
委

員
、
宮
崎

文
恵
委
員

の
社
会
貢

献
実
行
委

員
各
位
の

り
の
ゲ
ー
ム
機
Ｗ
ｉ
ｉ
を
使
っ
て

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
た
。

本
物
さ
な
が
ら
の
熱
狂
ぶ
り
で
参

加
者
全
員
大
い
に
盛
り
上
っ
た
。

佐野会長山崎区長

川村実行委員長

総勢80名が参集

講演する野村審理上席



法人会ニュース 江 東 ひ が し(５) 第 389 号 平成 19年 ７ 月 1日

めざします。企業の繁栄と社会への貢献

暑中お見舞い申し上げます
キャリアカー製作一筋に50年

細谷車体工業株式会社

代表取締役 細 谷 貞 治

〒136-0071江東区亀戸1－7－3
TEL：03－3683－0391
FAX：03－3636－1105

包装資材・営業倉庫・テナント

鯨岡産業株式会社

代表取締役社長 鯨 岡 俊 司

〒136-0071江東区亀戸1－16－8
TEL：03（3637）1321
FAX：03（3684）4777

自然が育てた佐野の味

佐野味噌醤油㈱

代表取締役 佐 野 一 信

〒136-0071江東区亀戸1－35－8
TEL：03（3685）6111
FAX：03（3685）6117

http://www.sanomiso.co.jp

高品質と美しい仕上
各種容器の販売

㈲ワイエスアシュトレー

代表取締役 中 村 治 己

〒136-0071江東区亀戸1－40－6－801
TEL：03（3682）7375
FAX：03（3682）7372

社会の基礎を造りつづける

株式会社 中村鐵工所

社長 中 村 研 治

〒136-0071江東区亀戸1－43－1
TEL：0297－83－2121
FAX：0297－83－2915

最高技術の職人手作りの味‼
一級寝具技能士

有限会社 森沢寝具店

代表取締役社長 森 沢 健 一

〒136-0071江東区亀戸2－7－7
TEL：03（3681）5630
FAX：03（3637）7784

煮豆のことなら…

株式会社 く ぼ た

代表取締役社長 窪 田 栄一郎

〒136-0071江東区亀戸2－10－10
TEL：03（3682）6681
FAX：03（3682）6684

小坂商事株式会社

代表取締役 小 坂 一 夫

〒136-0071江東区亀戸2－37－2
TEL：03（3638）0331
FAX：03（3638）0333

くず餅ひと筋202年

株式会社 船橋屋

代表取締役社長 渡 辺 孝 至

〒136-0071江東区亀戸3－2－14
TEL：03（3681）2784
FAX：03（3638）2784

地鎮祭、展示会、各種イベント
企画設計施工

株式会社 三栄企画

代表取締役社長 新 井 徳 雄

〒136-0071江東区亀戸5－20－16
TEL：03（3683）9631
FAX：03（3683）9633

プラスチック押出成形品
ISO9001登録企業

白石工業株式会社

代表取締役社長 白 石 惠 一

〒136-0071江東区亀戸5－44－8
TEL：03（3683）3301
FAX：03（3683）3305

http://www.shiraishi-kk.co.jp

あなたの街のファッションアドバイザー

株式会社 いなき屋

代表取締役社長 溝 呂 木 真

〒136-0071江東区亀戸5－15－1
TEL：03（3684）2200
FAX：03（3684）1798

http://www.inakiya.com/

合成樹脂原材料綜合販売

株式会社 ヤザキ

代表取締役 矢 崎 保

〒136-0071江東区亀戸4－56－10
TEL：03（3684）1221
FAX：03（3684）1720

http://www.yazaki-eco.co.jp

お引越から納品代行まで
あなたの代りに運びます

株式会社 丸加運送店

代表取締役社長 菅 谷 慎 二

〒136-0071江東区亀戸5－6－21
TEL：03（3681）2311
FAX：03（3681）2312

金型は鉄の芸術品です

東京硝子精機株式会社

代表取締役社長 野 﨑 満

〒136-0071江東区亀戸4－36－17
TEL：03（3638）3351
FAX：03（3637）0221

岡川電機株式会社

代表取締役社長 岡 川 廣 吉

〒136-0071江東区亀戸3－42－3
TEL：03（3681）5028
FAX：03（3681）5044

OA情報機器の
システムパートナー

株式会社 伸和産業

代表取締役社長 三 輪 武 人

〒136-0071江東区亀戸4－11－10
TEL：03（3684）6151
FAX：03（3684）1430

http://www.shinwanet.com

技術一番 まごころ一番
ゴム製品の加工・販売

㈲佐藤ゴム工業所

代表取締役社長 佐 藤 芳 雄

〒136-0071江東区亀戸3－30－4
TEL：03（3683）8750
FAX：03（3683）8751



法人会ニュース 江 東 ひ が し

会員募集中! あなたのお口添えを」

平成 19年 ７ 月 1日 第 389 号 (６)

暑中お見舞い申し上げます

株式会社 田村鋳造所

代表取締役社長 田 村 嘉 庸

〒136-0072江東区大島3－16－7
TEL：03（3636）3621
FAX：03（3636）3622

保険の見直し 事務手続き
お気軽にご相談ください

アフラックサービスショップ募集代理店

㈲ルセント
代表取締役 金 田 勝
〒136-0072江東区大島3－1－16

TEL：0120（585）690
03（5858）5600

FAX：03（5858）5602

信頼の醸成と
感謝の気持ちで56年

秋山金属工業株式会社

代表取締役社長 秋 山 恭一郎

〒136-0072江東区大島3－15－17
TEL：03（3682）5550
FAX：03（3685）7669

http://www.aki-metal.co.jp

「保険なんでも相談室」
企業の保険戦略を考える

株式会社 三浦事務所

代表取締役社長 三 浦 繁 夫

〒136-0072江東区大島3－1－11
TEL：03（3685）5700
FAX：03（3636）7650

http://www.miura21.co.jp

横田アスコム株式会社

代表取締役社長 横 田 文 雄

〒136-0072江東区大島2－40－2
TEL：03（3683）6421
FAX：03（3685）0907

江口企業株式会社

代表取締役社長 江 口 博 之

〒136-0072江東区大島3－1－2
TEL：03（3681）1186
FAX：03（3681）2700

キーンと冷えた江戸切子
器が旨い‼

株式会社 堀口硝子

代表取締役社長 堀 口 三 備

〒136-0072江東区大島2－39－4
TEL：03（3636）6363
FAX：03（3684）3339

有限会社 平野商店

代表取締役社長 平 野 正 男

〒136-0072江東区大島1－11－9
TEL：03（3684）0801
FAX：03（3684）0803

株式会社 山田博公

専務取締役 山 田 久 子

〒136-0072江東区大島2－10－6
TEL：03（3681）7890
FAX：03（3684）2345

技術のイシザワ

石澤工業株式会社

代表取締役社長 石 澤 柘 磨

〒136-0071江東区亀戸9－28－1
TEL：03（3638）3511
FAX：03（3638）3510

H形鋼・山形鋼・溝形鋼・工形鋼専門

出店鐡鋼株式会社

代表取締役社長 出 店 要 蔵

〒136-0071江東区亀戸 7－41－5
TEL：03－3681－3125
FAX：03－3681－2060

あなたの不動産を最良に
サポートいたします

株式会社 森本商会

代表取締役社長 森 本 大 造

〒136-0071江東区亀戸8－1－3
TEL：03（3681）3629
FAX：03（3681）3628

社会の福祉に貢献する丸山。
御陰様で創業60年

株式会社 丸山製作所

代表取締役会長 丸 山 明

〒136-0071江東区亀戸7－5－1
TEL：03（3637）4340
FAX：03（3683）7553

http://www.k-maru.co.jp

㈱加藤機械製作所

代表取締役社長 加 藤 雅 子

〒136-0071江東区亀戸7－3－1
TEL：03（3637）4135
FAX：03（3684）1523

将来を見つめて 永遠のチャレンジ!
ISO9001認証取得

三報社印刷株式会社

代表取締役社長 永 井 祥 道

〒136-0071江東区亀戸7－2－12
TEL：03（3685）3131㈹
FAX：03（3637）0135
http://www.sanposha.co.jp

ネジ全般・精密部品・プレス部品

丸善産業株式会社

代表取締役社長 藤 井 敬 男

〒136-0071江東区亀戸6－59－9
TEL：03（3684）4141
FAX：03（3684）4144

Email：maruzen＠ka.baynet.ne.jp

齊藤鋼材有限会社

代表取締役社長 齊 藤 庸 一

〒136-0071江東区亀戸6－55－18
TEL：03（3637）3110
FAX：03（3637）3134

東京都知事（8）第40592号

日本ハウジング株式会社

代表取締役社長 豊 田 芳 博

〒136-0071江東区亀戸6－14－3
TEL：03（3638）2340
FAX：03（3638）2577

http://www.takken-koto.com/



法人会ニュース 江 東 ひ が し(７) 第 389 号 平成 19年 ７ 月 1日

めざします。企業の繁栄と社会への貢献

暑中お見舞い申し上げます

輸入自動車の取扱店
損害保険代理店

株式会社 向 山

代表取締役 向 山 冨貴子

〒136-0074江東区東砂4－1－18
TEL：03（3645）1455
FAX：03（3648）6151

健康男 勝俣のオススメの水
飲む天然アルカリ温泉水代理店

有限会社 二川中屋酒店

代表取締役社長 中 村 勝 次

〒136-0074江東区東砂1－4－8
TEL：03（3645）4069
FAX：03（3645）4069

より良い 住まいづくり
明るい暮らしのお手伝い

株式会社 丸山工務店

代表取締役社長 丸 山 勝 人

〒136-0074江東区東砂3－15－7
TEL：03（3648）5451
FAX：03（3648）5485

http://www.k2-homes.com/hp/maruyama/

東京海上日動火災保険株式会社代理店
東京海上日動あんしん生命保険株式会社代理店

合資会社 功雄ナカジマ

代表取締役 中 島 雄 三

〒136-0074江東区東砂1－4－2
メゾンナカジマ101

TEL：03（3644）2923
FAX：03（3644）2088

株式会社 松崎紙工

代表取締役 松 崎 順 風

〒136-0073江東区北砂4－33－4
TEL：03（3640）3606
FAX：03（3640）3850

健康と睡眠を考えて
高度の技能でふとん作り

有限会社 さわだや寝具店

代表取締役社長 澤 田 尚 彦

〒136-0073江東区北砂5－16－12
TEL：03（3644）1983
FAX：03（3644）1950

http://www.sawadaya＠feel.ocn.ne.jp

企画デザイン 印刷物 封筒 紙製品
製造販売

有限会社 新生紙工

代表取締役社長 小 宮 澤 博

〒136-0073江東区北砂3－37－8
TEL：03（3648）8010
FAX：03（3648）8017

医療用ガス 工業用ガス
の良きパートナー

株式会社 ガス研

代表取締役 加 藤 彰 久

〒136-0073江東区北砂3－14－5
TEL：03（3640）2146
FAX：03（3640）2313

日常の道具として 手をつくし
造り続けています

野田琺瑯株式会社

代表取締役社長 野 田 浩 一

〒136-0073江東区北砂3－22－22
TEL：03（3640）5511
FAX：03（3640）5507

http://www.nodahoro.com

業務用厨房・家庭用厨房
(設計・製作・施工)

有限会社 伊東製作所

取締役 伊 東 武 志

〒136-0073江東区北砂3－5－24
TEL：03（3646）2631
FAX：03（3644）9794

有限会社 金子紙器製作所

代表取締役 金 子 文 一

〒136-0073江東区北砂1－10－4
TEL：03（3647）7577
FAX：03（3647）7602

和 牛

株式会社 新 倉

代表取締役社長 新 倉 幸 雄

〒136-0073江東区北砂1－14－14
TEL：03（3645）4441
FAX：03（3645）4492

有限会社 中村化成工業所

代表取締役社長 中 村 政 夫

〒136-0072江東区大島8－38－4
TEL：03（3681）0764
FAX：03（3681）0769

㈱丸山木型製作所

代表取締役社長 丸 山 喜 由

〒136-0072江東区大島6－12－13
TEL：03（3681）9966
FAX：03（3637）3285

協和綜合印刷株式会社

代表取締役社長 細 田 卓 司

〒136-0072江東区大島7－37－2
TEL：03（3685）6411
FAX：03（3685）6425

顧客満足は人財(ひと)つくり
感謝の心で環境(まち)つくり

宇都宮工業株式会社

代表取締役社長 宇都宮 秀 雄

〒136-0072江東区大島6－8－15
TEL：03（3681）6685
FAX：03（3681）6687
http://www.u-pec.co.jp

着る方がご満足のいく服
創りの出来る専門店です

有限会社 三原洋服店

代表取締役社長 三 原 章 朋

〒136-0072江東区大島5－3－2
TEL：03（3681）7456
FAX：03（3681）7456

特殊硝子製品の製造・販売を行って
おります。お気軽にご相談下さい。

株式会社 安中特殊硝子製作所

代表取締役社長 安 中 茂 夫

〒136-0072江東区大島5－49－12
TEL：03（3683）5161
FAX：03（3637）4094

http://www.mi-net.ne.jp/annaka/



法人会ニュース 江 東 ひ が し

会員募集中! あなたのお口添えを」

平成 19年 ７ 月 1日 第 389 号 (８)

暑中お見舞い申し上げます

有限会社 高橋紙工

代表取締役社長 高 橋 規 夫

〒136-0076江東区南砂6－3－27
TEL：03（3645）1316
FAX：03（3645）1316

あなたの計画を豊富な経験と
技術でおこたえします
一級建築士事務所

有限会社 中嶋工務店

代表取締役 中 嶋 雅 樹

〒136-0076江東区南砂4－17－15
TEL：03（3644）3400
FAX：03（3699）5737

夢まくら「リポサーレ」

松本寝具株式会社

代表取締役社長 松 本 光 史

〒136-0076江東区南砂5－15－11
TEL：03（3645）8511
FAX：03（3645）1311

http://www.matsumoto21.jp

ドッグラン用ウッドチップ販売
ホームページへ

有限会社 島田小割製材所

代表取締役社長 島 田 博

〒136-0082江東区新木場2－10－11
TEL：03（3521）8501
FAX：03（3521）8506

http://www.smd-wood.com

より良い環境づくりを通して
社会に奉仕します

日野興業株式会社

代表取締役社長 積 田 喜 一

〒272-0004市川市原木2498
TEL：047－318－8760
FAX：047－318－8757

http://www.hinokogyo.co.jp/

一般鋼材 販売

小澤商事株式会社

代表取締役社長 小 澤 伸 介

〒136-0076江東区南砂1－7－4
TEL：03（3646）1308
FAX：03（3647）3076

明日のために、今できること

トーヨーカネツ㈱

〒136-8666江東区東砂8－19－20
TEL：03（5857）3333
FAX：03（5857）3201

おいしい黒砂糖造り続けて70年

株式会社 宮崎商店

代表取締役社長 宮 崎 文 幸

〒136-0074江東区東砂6－3－19
TEL：03（3644）3164
FAX：03（3644）6432

http://www.e-osatou.com

創業50年の経験を活かす
精度の高い鋼板加工技術

木ノ下鋼板工業株式会社

代表取締役社長 木 下 晴 雄

〒136-0074江東区東砂6－16－3
TEL：03（3644）6165
FAX：03（3648）5341

地元の皆様に不動産と
駐車場を提供します

東京湾土地株式会社

代表取締役社長 濵 口 哲

〒136-0075江東区新砂3－11－2
TEL：03（3646）1481
FAX：03（3644）0567

http://www.wantochi.co.jp
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

4
月
19
日
㈭
イ
ー
ス
ト
21
東
京

に
於
い
て
第
40
回
通
常
総
会
並
び

に
創
立
40
周
年
記
念
式
典
が
、
佐

野
法
人
会
会
長
、
臼
田
江
東
東
税

務
署
長
を
は
じ
め
、
税
務
署
の
幹

部
及
び
法
人
会
役
員
、
女
性
部
会

か
ら
歴
代
部
会
長
の
列
席
の
も
と
、

盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

野
地
部
会
長
挨
拶
の
あ
と
議
案

の
審
議
に
入
り
、
平
成
18
年
度
の

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
並
び

に
平
成
19
年
度
の
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
の
趣
旨
説
明
が
あ
り
、

審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
役
員
改
選
が
あ
り
、
部

会
長
に
野
地
英
子
氏
が
再
任
さ
れ
、

副
部
会
長
に
渡
辺
豊
子
、
設
楽
俊

江
、
浅
上
千
恵
子
の
3
氏
、
会
計

に
笛
木
淑
子
、
添
田
藤
子
の
2
氏
、

他
幹
事
15
氏
が
、
選
任
さ
れ
た
。

議
事
後
、
鯨
岡
法
人
会
副
会
長

と
齋
藤
江
東
東
税
務
署
副
署
長
よ

り
祝
辞
を
頂
い
た
。

第
1
部

記
念
親
子
対
談

佐
野
味
噌
醤
油
㈱
佐
野
一
信
社

長
・
正
明
専
務
、
㈱
船
橋
屋
渡
辺

孝
至
社
長
・
雅
司
専
務
の
4
氏
に

ご
出
席
頂
き
野
地
部
会
長
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
よ
り
、
対
談
形
式
で

行
わ
れ
た
。

両
社
と
も
亀
戸
に
本
拠
を
お
く

老
舗
。
伝
統
の
継
承
や
時
代
に
即

し
た
展
開
、
親
子
で
も
あ
り
、
社

長
・
専
務
と
し
て
の
上
司
・
部
下

の
関
係
を
初
め
と
し
て
、
従
業
員
、

会
社
理
念
な
ど
、
野
地
部
会
長
は

会
員
各
氏
が
聞
き
た
い
内
容
を
想

定
し
な
が
ら
ス
ト
レ
ー
ト
に
質
問
。

4
氏
か
ら
忌
憚
の
な
い
回
答
を
頂

き
、
笑
い
も
本
音
も
交
わ
る
対
談

が
実
現
し
た
。
特
に
正
明
、
雅
司

両
氏
は
、
い
ず
れ
も
金
融
機
関
の

激
務
を
経
験
し
、
父
親
の
会
社
に

戻
り
日
々
活
躍
し
て
い
る
事
が
、

言
動
の
端
々
よ
り
伺
え
た
。
既
に

自
分
を
経
営
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

自
覚
し
、
社
長
を
支
え
て
い
る
事

と
、
社
長
の
思
考
を
先
取
り
し
社

風
と
自
分
の
個
性
を
旨
く
調
和
さ

せ
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
良
さ
が
、

印
象
に
残
っ
た
。

第
2
部

記
念
式
典

野
地
部
会
長
の
式
辞
後
、
佐
野

法
人
会
会
長
、
臼
田
江
東
東
税
務

署
長
、
須
藤
江
東
都
税
事
務
所
副

所
長
、
伊
藤
東
法
連
女
性
部
会
連

絡
協
議
会
会
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、

各
来
賓
の
紹
介
な
ど
粛
々
と
式
典

は
進
行
し
、
無
事
終
了
し
た
。

江東東法人会・女性部会
全国初の創立40周年記念式典

議長 野地部会長

本音でトーク

華やかに勢揃い

第
3
部

祝
賀
会

来
賓
・
部
会
員
が
和
や
か
に
歓

談
し
、
楽
し
い
懇
親
の
輪
が
広
が

り
、
松
本
法
人
会
副
会
長
の
中
締

め
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

当
女
性
部
会
は
全
国
で
最
初
に

発
足
し
た
由
緒
あ
る
会
で
あ
り
40

年
と
い
う
足
跡
・
功
績
を
残
せ
た

の
も
偏
え
に
会
員
各
氏
の
協
力
で

あ
る
と
、
盛
会
を
通
じ
て
痛
感
し
、

野
地
部
会
長
の
人
柄
が
よ
く
わ
か

る
、
和
や
か
で
感
謝
に
満
ち
た
式

典
と
な
っ
た
。

賑やかな祝宴



法人会ニュース 江 東 ひ が し

会員募集中! あなたのお口添えを」

平成 19年 ７ 月 1日 第 389 号 (10)

社
団
法
人
江
東
東
法
人
会

役
員
名
簿

平
成
十
九
年
五
月
選
任
）

役

職

名

法

人

名

代
表
者
名

所

在

地

会

長

佐
野
味
噌
醤
油
㈱

佐

野

一

信

亀
戸
一
｜
三
十
五
｜
八

副

会

長

松
本
寝
具
㈱

松

本

光

史

南
砂
五
｜
十
五
｜
十
一

〃

鯨
岡
産
業
㈱

鯨

岡

俊

司

亀
戸
一
｜
十
六
｜
八

〃

㈱
中
村
鐵
工
所

中

村

宣

夫

亀
戸
一
｜
四
十
三
｜
一

〃

㈱
三
浦
事
務
所

三

浦

繁

夫

大
島
三
｜
一
｜
十
一

〃

日
野
興
業
㈱

積

田

喜

一

東
砂
七
｜
十
六
｜
二

〃

出
店
鉄
鋼
㈱

出

店

要

蔵

亀
戸
七
｜
四
十
一
｜
五

専

務

理

事

㈳
江
東
東
法
人
会

中
村
由
紀
夫

亀
戸
二
｜
十
七
｜
十
五

常

任

理

事

細
谷
車
体
工
業
㈱

細

谷

貞

治

亀
戸
一
｜
七
｜
三

〃

㈱
い
な
き
屋

溝

呂

木

真

亀
戸
五
｜
十
五
｜
一

〃

三
報
社
印
刷
㈱

永

井

祥

道

亀
戸
七
｜
二
｜
十
二

〃

㈱
丸
山
製
作
所

丸

山

明

亀
戸
七
｜
五
｜
一

〃

㈱
山
田
博
公

山

田

久

子

大
島
二
｜
十
｜
六

〃

江
口
企
業
㈱

江

口

博

之

大
島
三
｜
一
｜
二

〃

㈱
安
中
特
殊
硝
子
製
作
所

安

中

茂

夫

大
島
五
｜
四
十
九
｜
十
二

〃

㈱
新
倉

新

倉

幸

雄

北
砂
一
｜
七
｜
二
十

〃

㈱
向
山

向
山
冨
貴
子

東
砂
四
｜
一
｜
十
八

〃

㈱
宮
崎
商
店

宮

崎

文

恵

東
砂
六
｜
三
｜
十
九

常

任

理

事

南
砂
第
一
支
部
長

小
澤
商
事
㈱

小

澤

伸

介

南
砂
一
｜
七
｜
四

常

任

理

事

㈲
島
田
小
割
製
材
所

野

地

英

子

南
砂
一
｜
十
｜
四

〃

南
砂
第
二
支
部
長

㈲
中
嶋
工
務
店

中

嶋

利

雄

南
砂
四
｜
十
七
｜
十
五

亀
戸
第
一
支
部
長

㈲
ワ
イ
エ
ス
ア
シ
ュ
ト
レ
｜

中

村

治

已

亀
戸
一
｜
四
十
｜
六

亀
戸
第
二
支
部
長

㈲
森
沢
寝
具
店

森

沢

健

一

亀
戸
二
｜
七
｜
七

亀
戸
西
三
支
部
長

㈲
佐
藤
ゴ
ム
工
業
所

佐

藤

芳

雄

亀
戸
三
｜
三
十
｜
四

亀
戸
東
三
支
部
長

岡
川
電
機
㈱

岡

川

廣

吉

亀
戸
三
｜
四
十
二
｜
三

亀
戸
第
四
支
部
長

東
京
硝
子
精
機
㈱

野

﨑

満

亀
戸
四
｜
三
十
六
｜
十
七

亀
戸
第
五
支
部
長

㈱
丸
加
運
送
店

菅

谷

慎

二

亀
戸
五
｜
六
｜
二
十
一

亀
戸
西
六
支
部
長

丸
善
産
業
㈱

藤

井

敬

男

亀
戸
六
｜
五
十
九
｜
九

亀
戸
東
六
支
部
長

齊
藤
鋼
材
㈲

齊

藤

庸

一

亀
戸
六
｜
五
十
五
｜
十
八

亀
戸
第
七
支
部
長

㈱
加
藤
機
械
製
作
所

加

藤

忠

亀
戸
七
｜
三
｜
一

亀
戸
第
八
支
部
長

㈱
森
本
商
会

森

本

大

造

亀
戸
八
｜
一
｜
三

亀
戸
第
九
支
部
長

石
澤
工
業
㈱

石

澤

柘

磨

亀
戸
九
｜
二
十
八
｜
一

大
島
第
一
支
部
長

㈲
平
野
商
店

平

野

正

男

大
島
一
｜
十
一
｜
九

大
島
第
二
支
部
長

㈱
堀
口
硝
子

堀

口

三

備

大
島
二
｜
三
十
九
｜
四

大
島
第
三
支
部
長

㈱
田
村
鋳
造
所

田

村

嘉

庸

大
島
三
｜
十
六
｜
七

大
島
第
四
支
部
長

㈲
三
原
洋
服
店

三

原

章

朋

大
島
五
｜
三
｜
二

大
島
第
五
支
部
長

㈱
丸
山
木
型
製
作
所

丸

山

喜

由

大
島
六
｜
十
二
｜
十
三

大
島
第
六
支
部
長

協
和
綜
合
印
刷
㈱

細

田

卓

司

大
島
七
｜
三
十
七
｜
二

大
島
第
七
支
部
長

㈲
中
村
化
成
工
業
所

中

村

政

夫

大
島
八
｜
三
十
八
｜
四

北
砂
第
一
支
部
長

㈲
金
子
紙
器
製
作
所

金

子

文

一

北
砂
一
｜
十
｜
四

北
砂
第
二
支
部
長

㈱
ガ
ス
研

加

藤

彰

久

北
砂
三
｜
十
四
｜
五

北
砂
第
三
支
部
長

㈱
松
崎
紙
工

松

崎

順

風

北
砂
四
｜
三
十
三
｜
四

北
砂
第
四
支
部
長

㈲
さ
わ
だ
や
寝
具
店

澤

田

尚

彦

北
砂
五
｜
十
六
｜
十
二

東
砂
第
一
支
部
長

㈲
二
川
中
屋
酒
店

中

村

勝

次

東
砂
一
｜
四
｜
八

東
砂
第
二
支
部
長

㈱
丸
山
工
務
店

丸

山

文

人

東
砂
三
｜
十
五
｜
七

東
砂
第
三
支
部
長

木
ノ
下
鋼
板
工
業
㈱

木

下

敏

宣

東
砂
六
｜
十
六
｜
三

南
砂
第
三
支
部
長

㈲
高
橋
紙
工

高

橋

規

夫

南
砂
六
｜
三
｜
二
十
七

新

砂

支

部

長

東
京
湾
土
地
㈱

濵

口

哲

新
砂
三
｜
十
一
｜
二

理

事

㈱
く
ぼ
た

窪
田
栄
一
郎

亀
戸
二
｜
十
｜
十

〃

㈱
船
橋
屋

渡

辺

雅

司

亀
戸
三
｜
二
｜
十
四

〃

㈱
伸
和
産
業

三

輪

武

人

亀
戸
四
｜
十
一
｜
十

〃

㈱
三
栄
企
画

新

井

徳

雄

亀
戸
五
｜
二
十
｜
十
六

〃

日
本
ハ
ウ
ジ
ン
グ
㈱

豊

田

芳

博

亀
戸
六
｜
十
四
｜
三

〃

秋
山
金
属
工
業
㈱

秋
山
恭
一
郎

大
島
三
｜
十
五
｜
十
七

〃

宇
都
宮
工
業
㈱

宇
都
宮
秀
雄

大
島
六
｜
八
｜
十
五

〃

ト
｜
ヨ
｜
カ
ネ
ツ
㈱

中

島

達

朗

東
砂
八
｜
十
九
｜
二
十

監

事

小
坂
商
事
㈱

小

坂

一

夫

亀
戸
二
｜
三
十
七
｜
二

〃

横
田
ア
ス
コ
ム
㈱

横

田

文

雄

大
島
二
｜
四
十
｜
二

〃

資
功
雄
ナ
カ
ジ
マ

中

島

雄

三

東
砂
一
｜
四
｜
二
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

「
わ
が
身
は
ど
う
な
っ
て
も
よ

い
、
国
民
を
救
っ
て
欲
し
い
。」昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十

五
日
敗
戦
国
と
な
っ
た
日
か
ら
間

も
な
く
し
て
、
日
本
国
天
皇
は
占

領
軍
の
最
高
司
令
官
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
元
帥
の
も
と
を
た
ず
ね
た
。
い

わ
ゆ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
建
物
（
第
一
生

命
館
）
の
屋
上
に
は
機
関
銃
が
宮

城
方
面
に
向
け
て
並
ん
で
い
た
。

そ
の
時
に
天
皇
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
元
帥
に
話
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

そ
の
頃
、
戦
争
の
責
任
者
と
し

て
第
一
番
目
に
「
天
皇
」
の
名
が

あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
「
東
洋
人
の

心
理
に
つ
い

て
た
ぐ
い
ま

れ
な
理
解
を

も
っ
て
い

る
」
者
で
あ

っ
た
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
時
に
は

極
東
軍
司
令
官
と
し
て
フ
ィ
リ
ッ

ピ
ン
に
在
っ
た
。
父
の
代
か
ら
フ

ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
縁
の
深
い
存
在
で

あ
っ
た
。
陸
軍
士
官
学
校
で
は
優

等
生
と
し
て
卒
業
し
軍
務
に
つ
い

た
。
日
本
に
関
し
て
は
「
日
本
人

は
生
来
、
新
し
い
概
念
を
柔
軟
に

受
け
入
れ
る
だ
け
の
素
質
に
恵
ま

れ
て
い
る
」
と
理
解
を
示
す
に
至

っ
て
い
た
。
進
駐
軍
の
兵
士
は
最

高
司
令
官
の
意
を
体
し
て
全
国
に

た
。
時
の
内
閣
は
松
本
蒸
治
案
を

提
出
し
た
。
君
主
主
義
で
あ
る
点
、

明
治
憲
法
と
同
じ
で
あ
る
。
民
政

局
は
弁
護
士
資
格
を
も
つ
中
佐
の

グ
ル
ー
プ
四
人
で
検
討
に
入
っ
た
。

日
本
に
は
明
治
期
の「
植
木
枝
盛
」

と
い
う
自
由
民
権
運
動
の
理
論
的

指
導
者
が
い
る
。「
民
権
自
由
論
」

「
天
賦
人
権
弁
」な
ど
の
著
作
を
出

し
て
い
る
。
日
本
人
素
質
の
一
つ

で
あ
る
。
か
く
し
て
新
憲
法
の
発

布
へ
と
進
む
こ
と
に
な
る
。
象
徴

天
皇
制
を
認
め
た
民
主
主
義
憲
法

で
あ
る
。
封
建
主
義
を
排
除
す
る

こ
と
に
徹
し
た
。
自
由
解
放
で
あ

る
。軍

事
力
を
破
壊
し
、
警
察
の
弾

圧
を
廃
止
し
た
。
政
治
犯
を
釈
放

し
て
平
和
国
家
を
目
標
と
し
た
。

農
民
は
解
放
さ
れ
、
自
由
な
労
働

組
合
が
設
立
さ
れ
、
婦
人
の
参
政

言
っ
て
平
和
条
約
に
こ
ぎ
つ
け
た

の
で
あ
る
。
日
本
国
民
は
救
わ
れ

た
の
で
あ
る
。
敗
戦
に
よ
る
「
完

全
な
真
空
状
態
」
を
満
た
し
て
く

れ
る
「
精
神
的
革
命
」
が
提
供
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

の
ス
ト
ー
リ
ー
と
解
釈
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
そ
こ
に
至
る
に
は
大
き

な
現
実
の
壁
が
存
在
し
た
。
冷
戦

構
造
で
あ
る
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
任
期
半
ば
に

お
い
て
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
か
ら

最
高
司
令
官
を
罷
免
さ
れ
帰
国
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
理

由
は
朝
鮮
戦
争
の
さ
な
か
「
中
国

本
土
爆
撃
の
許
可
」
を
要
請
し
た

事
で
あ
る
。
日
本
は
米
ソ
の
冷
戦

構
造
の
中
に
あ
っ
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
帰
国
後
、
議

会
に
お
い
て
「
老
兵
は
死
な
ず
、

た
だ
消
え
去
る
の
み
」
と
誇
ら
し

く
演
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分

の
軍
歴
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。
時

に
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六

年
）、
七
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
大
統

領
立
候
補
へ
の
道
を
志
望
し
て
い

た
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

日
本
人
に
と
っ
て
は
天
皇
の
上
に

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
在
り
の
時
代
を
体

験
し
た
。
日
本
人
十
二
歳
論
も
印

象
的
で
あ
っ
た
。
晩
年
の
病
弱
化

し
た
姿
を
テ
レ
ビ
で
写
し
出
さ
れ

た
時
は
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
一

九
五
八
年
に
は
旭
日
桐
花
大
綬
賞

を
贈
ら
れ
て
い
る
。
一
九
六
四
年

死
し
て
も
魂
は
生
き
て
い
る
。

社
江
東
東
法
人
会

相
談
役

関

茂

友

歴
史
ぶ
ら
り

マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
考

権
が
確
立
さ
れ
た
。
新
聞
の

自
由
化
、
教
育
の
自
由
化
そ

し
て
地
方
分
権
が
実
行
さ
れ

た
。
代
表
制
政
治
を
日
本
の

柱
と
し
た
の
で
あ
る
。
主
権

在
民
で
あ
る
。

占
領
当
時
、
日
本
分
割
論

が
連
合
国
側
で
議
論
さ
れ
た
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
北
海
道
を

領
有
し
よ
う
と
し
た
ソ
連

（
ロ
シ
ア
）に
対
し
て
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
元
帥
は
「
ノ
ー
」
と

駐
留
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
で

は
新
憲
法
の
作
成
に

と
り
か
か
っ
た
。
軍

政
か
ら
民
政
に
重
点

が
移
行
し
た
の
で
あ

る
。
日
本
側
に
草
案

の
提
出
を
求
め
て
き

（インターネットより掲載)

（インターネットより掲載)
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小
規
模
非
住
宅
用
地
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
を
減
免
し
ま
す

○
小
規
模
非
住
宅
用
地
と
は
？

一
画
地
に
お
け
る
非
住
宅
用
地

の
面
積
が
四
〇
〇
㎡
以
下
で
あ
る

も
の
の
う
ち
、
二
〇
〇
㎡
ま
で
の

部
分
（
た
だ
し
、
個
人
又
は
資
本

金
等
が
1
億
円
以
下
の
法
人
が
所

有
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。）

○
ど
れ
く
ら
い
減
免
さ
れ
る
の
？

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
税

額
の
2
割

○
減
免
手
続
き
の
方
法
は
？

減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。
小
規
模
非
住
宅

用
地
を
所
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
7
月
下
旬
に
「
固
定

資
産
税
の
減
免
の
ご
案
内
」
を
お

送
り
し
ま
す
。
減
免
の
要
件
を
ご

確
認
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
な
お
、
前
年
度
す
で
に
減
免
を

受
け
た
方
で
用
途
を
変
更
し
て
い

な
い
方
は
、
新
た
に
申
請
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
江
東
都
税
事
務
所

３
６
３
７
）
７
１
２
１

Ｉ
Ｔ
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

当
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

【
活
動
報
告
】を
更
新
し
て
お
り
ま

す
。
主
な
内
容
と
し
て
、
佐
野
会

長
の
確
定
申
告
早
期
提
出
Ｐ
Ｒ
や

青
年
部
会
役
員
に
よ
る
街
頭
広
報

活
動
の
模
様
や
、
税
務
研
究
部
会

研
修
会
「
役
員
給
与
に
関
す
る
質

疑
応
答
」
を
演
題
と
し
た
野
村
審

理
担
当
上
席
調
査
官
の
講
演
並
び

に
ｅ

Ｔ
ａ
ｘ
体
験
版
を
利
用
し

た
源
泉
所
得
税
の
納
付
手
続
き
の

研
修
。
青
年
部
会
に
よ
る
江
東
区

立
第
三
亀
戸
中
学
校
で
の
「
租
税

教
育
」
の
様
子
や
、
各
部
会
及
び

本
会
の
総
会
も
写
真
入
り
で
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
】
コ
ー
ナ
ー
で

は
、「
平
成
19
年
度

税
制
改
正
」の

特
集
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
、
届
出
書
の
案

内
や
「
租
税
教
育
」
の
資
料
。
又
、

平
成
19
年
分
の
路
線
価
図
等
へ
の

リ
ン
ク
を
掲
載
し
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

in
fo
＠
k
o
to -h

ig
a
si -h

.o
r.jp

◀ ▶
７月

３日㈫ 源泉部会研修会
演題 出向・派遣社員に支給する経済的利益の

税務上の取り扱い
講師 江東東税務署担当官

午 後 ３ 時 法 人 会 館

４日㈬ 決算法人説明会 午後１時30分 税務署大会議室

18日㈬ 青年部会租税教室 午前８時30分 第３亀戸中学校

８月

１日㈬ 第397回理事会 午 後 ４ 時 亀戸天神社参集殿

24日㈮ 新設法人説明会 午後１時30分 法 人 会 館

９月

４日㈫ 税務研究部会一泊研修会 午 後 ３ 時 箱根湯本かじか荘

７日㈮ 源泉部会一泊研修会 午後３時30分 鴨川グランドホテル

９日㈰ 会員リクリエーション 午 前 ８ 時 鬼 怒 川 方 面

13日㈭ 決算法人説明会 午後１時30分 カメリアプラザ
第 ２ 研 修 室

20日㈭ 第398回理事会 午後２時30分 アンフェリシオン

20日㈭ 支部長会 午 後 ４ 時 アンフェリシオン

27日㈭ 税制改正要望全国大会 午 後 ２ 時 新潟市とき・メッセ

◎役員会・委員会は省略してあります。お問い合わせは事務局まで。

発
行
・
社
団
法
人
江
東
東
法
人
会

江
東
区
亀
戸
２
｜
17
｜
15

☎

３
６
８
４
）２
３
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

３
６
８
４
）２
３
０
５

発
行
人

佐
野
一
信

編
集
人

三
浦
繁
夫

印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱

管内法人数 5,413社 法人会員数 2,643社 加入率 48.82％（平成19年５月31日現在)

http://www.koto-higashi-h.or.jp/


